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1. はじめに 

近年, 橋梁用高降伏点鋼板 SBHS(Steels for Bridge High 

Performance Structure)が JIS 化され 1)，2017 年には

SBHS400 と SBHS500 が道路橋示方書に規定された 2). 

SBHS は従来鋼に比べ, 強度, じん性, 溶接性などに優れ

ており, 鋼橋の建設コスト縮減が期待されるものの, 従

来鋼に比べると機械的性質や耐荷力に関する情報が不

足している. 中でも, 降伏点をはじめとした機械的性質

のばらつきは鋼部材の耐荷力に大きな影響を及ぼす 3)

ため, 重要な情報である. 鋼材の機械的性質のばらつき

に関する既往の研究は, 互いに異なる多数の鋼板を対

象としたものが多いが例えば 4), 同一鋼板内でもばらつく

ことが報告されている 5). しかし, 同一鋼板内の機械的

性質のばらつきに着目した研究はほとんどなく, SBHS

を対象として調査が行われた前例はない. そこで本研

究では, 板厚 7[mm] および 11[mm]の SBHS500 を対象

に, 同一鋼板内の様々な箇所から試験片を採取して引

張試験を実施し, 同一鋼板内における機械的性質のば

らつきを調査した.  

2. 引張試験概要 

板厚 7[mm] および 11[mm]の SBHS500の, 隅角部供試

体 6)に用いた残りの箇所から JIS5 号試験片を採取した. 

その採取箇所および本数を図-1 に示す. 採取方向は, 図

中に縦矢印を記入した箇所はロール直角方向, その他

はロール方向である. 試験片の平行部中央の表裏両面

に一軸塑性ひずみゲージを貼り, 試験は早稲田大学の

AUTOGRAPH(島津製作所製, 250[kN])を用いて, 載荷速

度 1.0[mm/min.]で実施した. なお, 板厚 7[mm] の一部の

試験片については長岡工業高等専門学校で引張試験を

実施した. 降伏点の値には, 明確な降伏棚を示す場合に

は下降伏点の値を , 明確な降伏棚を示さない場合は

0.2%オフセット耐力をそれぞれ採用した.  
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表-1 JIS規格値および引張試験結果の平均値
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図-1 引張試験片の採取箇所, 方向, 本数

※JIS5号試験片, 板厚6mm以上16mm以下の場合
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3. 引張試験結果 

SBHS500 の JIS 規格値と引張試験から得られた降伏

点・引張強さ・破断伸びの平均値を表-1 に示す. また, 

全試験片の公称応力-公称ひずみ関係と降伏点および引

張強さの JIS規格値を図-2 に示す. 図-2 より, 全ての試

験片の結果が降伏点および引張強さの JIS 規格値を満

足していることが分かる. なお, 破断伸びに関しても全

ての試験片が JIS規格値を満足していた. t = 7 [mm]の応

力-ひずみ関係にはいずれも明確な降伏棚が見られたが, 

t = 11 [mm]では降伏棚が明確でないケースも見られた. 

また, 一部の試験片は破断箇所が平行部中央ではなく, 

ゲージを貼った箇所が伸びなかったために, 計測され

た終局時のひずみの値が小さくなっている. 

続いて, 降伏点・引張強さ・破断伸びのヒートマッ

プを図-3 に示す. 図-3 より, 降伏点の大きい箇所は引張

強さも大きく, 破断伸びは小さい傾向が見られる. 文献

5)に示されている SS400 相当の鋼材(板厚 16[mm])を対

象とした調査結果でも, 同様の傾向が報告されている.  

最後に本研究から得られた降伏点・引張強さ・破断

伸びの変動係数を文献 5)の調査結果と比較したものが

表-2 である. 文献 5)に比べ, 本研究のデータ数には限り

があるものの, 変動係数は同程度といえる. したがって

SBHS500 と SS400 相当の従来鋼(板厚 16[mm])は, 同一

鋼板内において同程度の機械的性質のばらつきを有し

ている可能性がある.  

4. まとめ 

本研究では板厚 7[mm]および 11[mm]の SBHS500 を

対象として引張試験を実施し, 同一鋼板内における機

械的性質のばらつきを調査した. その結果,  SS400 相当

の従来鋼と同程度のばらつきを有する可能性が示され

た. また, 全ての試験結果が降伏点・引張強さ・破断伸

びの JIS規格値を満足した. 同一鋼板内の機械的性質の

ばらつきに着目した研究は依然として少なく , 他の

SBHS や SM 材についても情報の収集が必要と考える.  
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図-3 降伏点・引張強さ・破断伸びの分布(各エリアの平均値)
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図-3 降伏点・引張強さ・破断伸びの分布(各エリアの平均値)
表-2 変動係数の比較

表-2 変動係数の比較

鋼材 板厚 採取方向 データ数

t  [mm] 降伏点 引張強さ 破断伸び

ロール 834 0.044 0.045 0.067

ロール直角 735 0.053 0.041 0.075

ロール 51 0.062 0.039 0.114

ロール直角 25 0.061 0.041 0.075

ロール 41 0.047 0.029 0.070

ロール直角 25 0.054 0.036 0.086
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(本研究)

7
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変動係数

SS400相当

(奥村ら1969)
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